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六甲有料道路 六甲北有料道路 山麓バイパス

街と暮らしと、支える道へ。

海と山に囲まれ、たくさんの人が暮らす神戸の街。

3つの有料道路は、街の発展と、人々の暮らしをより便利にするために生まれました。

快適に都心と郊外を結ぶ交通網として、通勤や通学、お出かけといった日々の生活から、

物流や地域経済まで、神戸の暮らしを支えています。

これからも街と人に寄り添い、互いに発展していく存在であるために。

私たちは今日の安全と安心をつなぎ、明日へつづく街の未来を支えていきます。

妻の実家へ続く六甲有料道路は、

義父に教わった定番ルート。

帰りのトンネルでミラー越しに

妻と娘の寝顔を見るのが、

ほっとする瞬間です。

［30代・つむぱぱ］

息
子
が
中
学
生
だ
っ
た
10
年
前
。

毎
週
、三
宮
か
ら
山
麓
バ
イ
パ
ス
を
通
っ
て
、

総
合
運
動
公
園
ま
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
送
り
迎
え
を
し
て
い
ま
し
た
。

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
２
人
だ
け
の
夜
の
ド
ラ
イ
ブ
は
、

今
で
も
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
で
す
。

﹇
60
代
・
リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
﹈

少年野球の監督をしていた頃、

よく山麓バイパスで

北区の小学校と練習試合へ。

車の中の選手たちは行きはワクワク、

帰りは試合の結果次第でした（笑）。

［50代・nao-mus］

神戸フルーツ・フラワーパークで初デート。

帰りは六甲有料道路から見える夜景が本当に綺麗で。

それを見せたくて、ゆっくり走りました。

「ありがとう」と道に感謝したあの夜。

彼女も思い出の1ページになったのかな？

［50代・ダンディ］

学
生
の
頃
、下
宿
先
の
六
甲
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
父
。

海
が
見
え
た
瞬
間
、黙
っ
て
窓
を
開
け
、

長
く
景
色
が
見
え
る
よ
う
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
く
れ
た

静
か
な
心
遣
い
が
、今
で
も
嬉
し
い
。

﹇
20
代
・
は
な
﹈

仕事で辛い時も、嬉しい時も、

いつも通っていました。

春夏秋冬、移ろう木々の色や

澄んだ山々。

仕事で泣きたくなるような日には、

窓を少し開けて六甲の空気を吸いながら

帰ってました。

［40代・トリ丸］ 毎年正月、

父方の祖母の家へ向かう道。

小さい頃は助手席から景色を眺め、

いつしか自分でハンドルを握るように。

今でも年に一度、

通るのが楽しみです。

［20代・こむぎ］
父の運転する車で、

北区の農村部から三宮へ。

特別な日だけ通る、特別な道。

トンネルを抜けると、赤いループ橋、

眼下に広がる街並み、その先に広がる海。

着く前からワクワクが止まらなかった、

幼い頃の私。

［50代・ふぅちゃん］

三田、中国道、阪神高速、新名神。

道が伸びるたび、繋がるたびに、

私の行動範囲も広がりました。

［50代・ふぅちゃん］

父の運転する車で、

新六甲大橋から神戸市内の景色を見て

都会に来たとワクワクした少年時代。

［20代・ゆーすけ］

初
め
て
の
同
棲
。

仕
事
で
終
電
を
逃
し
た
彼
を
、

ひ
と
り
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

山
麓
バ
イ
パ
ス
で
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。

な
ん
だ
か
家
族
に
な
っ
た
気
が
し
て
、

幸
せ
な
気
持
ち
に
。

﹇
20
代
・
あ
り
ち
ゃ
ん
﹈

山の向こう側は日本海だと

ずっと思い込んでいた私。

免許を取って初めて山を越えた時、

街が広がっていて衝撃だった。

［30代・あす］

山
麓
バ
イ
パ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
で

息
止
め
ゲ
ー
ム
。

２
番
目
に
長
い
ト
ン
ネ
ル
ま
で
を

ク
リ
ア
で
き
る
の
が
、

小
学
生
の
時
の
密
か
な
自
慢
で
し
た
。

﹇
40
代
・
べ
ん
ち
ゃ
ろ
﹈

息子のサッカーの試合帰り。

笑いと歌声の日も、無言と悔し涙の日も、

山とトンネルの間から

一瞬見える海に癒されました。

［40代・ふくまる］

神戸へのお出かけで、

トンネルを抜けた先に、

山と海が一度に見えるあの瞬間。

一番「神戸に来た！」

と思う景色です。

［20代・まろん］

バイクで通った大学の通学路。

夕日を背中に、

寄り道しようか、課題をしようか。

［50代・ハゲちゃん］

六甲有料道路からの

夜景を見ると、

ただいま～！という

気持ちになります。

［20代・きんぐ］

初めてのETC、えいっ、通れた、ちゃんと！

［10代・高尾］

小学生高学年のころに、開通した山麓バイパス。

流れるトンネルの光が、とても綺麗でした。

自分で運転する今、あの時の感覚は忘れてしまったけれど。

次に帰る時は、思い出してみようかな。

［50代・ak tb rn s 7］

子どもの頃、親が買っていた回数券。

チケットをちぎりたくて、

いつも助手席を陣取っていました。

係員さんになった気分で、

本当に楽しかったなぁ。

［40代・かまぼこ］

山麓バイパスでトンネルを抜けると、

山と街をつなぐ橋のような虹が。

助手席の彼女と「奇跡だね」と笑い合い、

一瞬で心が晴れ渡りました。

［60代・A氏］

山
麓
バ
イ
パ
ス
の
鵯
越
あ
た
り
で
開
け
る
、

海
と
市
街
地
の「
ザ
・
神
戸
」な
風
景
。

青
空
の
下
で
お
墓
参
り
を
終
え
、

晴
れ
や
か
な
心
も
ち
に
な
れ
る
、

ま
さ
に
天
と
空
を
つ
な
ぐ
道
。

﹇
チ
ゲ
な
べ
﹈

夫とのデートで、

助手席にドキドキしながら乗った

山麓バイパス。

今は後ろの席にキラキラした瞳の

5歳の娘を乗せて、走っています。

［30代・ゆちゃん］

18歳で免許を取り、

親の車で初めて走った山麓バイパス。

緊張で時速40キロしか出せず、

後続車を渋滞させたのは苦い思い出です。

後ろにいたドライバーさん、

ご迷惑をおかけしました！

今はもう、普通に走れています。

［40代・なっくん］

仕
事
で「
六
甲
有
料
道
路
」「
六
甲
北
有
料
道
路
」

「
山
麓
バ
イ
パ
ス
」を
よ
く
走
り
ま
す
。

山
沿
い
や
木
々
に
囲
ま
れ
た
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
、

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
爽
快
感
を
味
わ
え
ま
す
。

﹇
60
代
・
た
け
るS

h
o

〜w
 T

〜im
e
!

﹈

娘が低学年の頃、

山麓バイパスを通って

「しあわせの村」へ。

娘は道中のトンネルの数を

一生懸命数えていて、

翌日の学校で発表したそうです。

［30代・両手を上げる招き猫］

長女が免許を取り、家族5人で六甲へ。

料金所で娘が窓から身を乗り出す姿も、

今では大切な思い出です。

何より、「お母さんを一番に

助手席に乗せたかった」という言葉に、

涙がこぼれそうになりました。

［40代・ひよこ］

晴
れ
た
日
に
は

関
空
や
和
歌
山
の
友
ヶ
島
ま
で

見
渡
せ
る
大
パ
ノ
ラ
マ
！

三
田
か
ら
神
戸
市
内
へ
下
る
、

六
甲
有
料
道
路
の
景
色
が

大
好
き
で
す
。

﹇
30
代
・
は
ん
た
ろ
す
﹈

六甲北有料道路の思い出は、

二郎地区でのイチゴ狩り。

甘い香りと、美味しいイチゴを楽しみました。

その後は三宮で中華食べ放題に舌鼓。

神戸市内へのアクセスが抜群で、

快適なドライブができました。

［40代・マロンパイ］

道
路
か
ら
の
六
甲
山
の
景
色
が

と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

忘
れ
ら
れ
な
い
景
色
で
紅
葉
も
素
敵
で
し
た
。

﹇
30
代
・exile

e
xit

﹈

震災の時、

山麓バイパスはいつも大渋滞。

1年間、東灘から職場まで

原付で通い続けました。

［60代・クラブ競馬］


